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1 .はじめに
佐賀沖積平野では，摩さ1O~30mの非常に圧縮
性の高い粘性土地盤が堆積している.この地盤特
性に対し，先人は吉野ヶ盟時代から近年にかけて，
社会基盤の基礎に対して伝統的に木杭を活用する
歴史を築いてきた.
戦後の高度経済成長期に入ると，急、速かっ多量
の基盤整備が全留で行われるようになり，構造物
基礎にはコンクリート杭や鋼管杭が主流を占める
ようになった.この結果，木杭は18来工法として，
構造物の大小に係らず陰を潜めてしまった.
しかしながら，成熟社会の今日では，以上のよ
うな先達人からの伝統技術を継承し，地域特性を
活かした技術開発が求められるようになってきて
いる.
らは，木材利用研究会(文献1)の3機関
で構成する研究会)の活動の一環として，これま
でに，軟弱地盤における木杭一底盤系基礎の構造
物への適用を研究してきた.
17年度には，水路用ボックスカルパート基礎に
木杭を利用するための新マニュアル1)を作成し，
県内事業において使われ始めている.
18年度は， 45年間使われた樋管基礎の木杭に対
して載荷試験を行い，掘り出した木杭に対して耐ー
力試験を実施した.その結果，耐力は原木と変わ
らないことを確認した2)
19年度からは， L型プレキャスト擁壁の木杭一
成盤系基礎のマニュアル(案)吋乍成を行っている.
本報は，佐賀市臣勢町試験ヤード(中野建設(槻
ストックヤード)にて L型プレキャスト擁壁の
マニュアル(案)に沿って計画した木杭の現場試験
の結果を速報として述べるものである.
写翼々 木枕打設状況 (2007.11.26) 
2.試験概要
(1) 試験手踊
本試験に際しては，下記の手順で行った.
1)試験ヤ…ドの土質試験
さきヤードは，出面に約1.3m程度の盛土が築造
されていたので，この盛土を掘削の後， 1日出臨部
の土質試験(コーン試験・スウェーデン式サウン
デイング試験)を行った.
2 )木杭一底盤系基礎の設計
L型プレキャスト擁壁(高さ2.0m，長さ2.0m，
底盤奥行き1.45m，重さ2.18t )を対象に，検討
中のマニュアルに従って木杭一成盤系恭礎の設計
を行った.設計では L型擁壁の下面を!日自由位
として，田面部への擁壁モデルを想定した.
(2) 現場試験の準鵠
1)上記のヤードにおける盛土を約10.0mX
1O.Omの平面形状で、撤去した.特に，擁壁床付け
商については水平を保つようにした.
2 )写真ー 1に示すように設計で算出された木
杭(末日~ 18cm，長さ L=4 m)をL型擁盛1
当たり 4本(前列2本，後列2本)を配置した.
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写爽-2 水枕頭部レベル調整~*状況 (2007.11.27)
断福留
(然処理)
関寸 ケース 1断iID図
断溺図
(檎強空イプ②)
ケース 3断面図
3 )写真-2に示すように，木杭頭部の水平と
杭関のレベルを保つために，水平器とレベル機を
用い， O.2mm単位の調整板を用い調整した.
4)調整した木杭の頭部に荷重計をセットした.
荷重計に土が直接触れないように塩ピ管でカバー
した.
5) L型プレキャスト擁壁を 3碁設置し，埋戻
し盛土した.擁壁背面盛土には，次の3ケースを
用いた.
i )ケース 1
図“?に示すように擁壁背部に盛土材を施工し
た.
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写繁一 3 ケース 2グリッド敷き状況 (2007.11.28)
(中央部四角形は応力一ひずみ計)
断 E童図
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写繁一 4 ケース3グリッド前面鉄網カバー設置状況
(2007. 11. 28) 
i)ケース 2
爵-2，写真“ 3Vこ示すようにジオグリット (L
=2.8m)を擁壁背面から 3段敷きながら盛土し
た.またジオグリッドにはひずみゲージを設置し
た.
ii)ケース 3
図司 3，写真-4に示すように，ジオグリッド(L
=2.5m)を擁壁フーチング端部から敷き，盛土
した.ジオグリッド前面部には鉄網カバーを設け
た.ジオグリッドによって，フーチング端部で盛
写真 5 戦f，lf試験(@ケース)状況 (2007.11.30) 
土を自立させた後，擁壁背閣の空間を盛土材で埋
め戻した。
6 )擁壁背面には，上下2館所に土圧計を設置
した.
7 )盛土完了後に締盟めを行い，その後に鉄板
を敷いた.擁盛前面への埋演しは行わなかった.
(3) 載荷試験
写真-5に示す様に，下記に示す3タイプの積
載方法で載帯した.ダンプトラック重量は空載で
11 t ，満載で20tであった.
①空載ダンプトラックを前向きで積載 (11t ) 
⑥満載ダンプトラックを前向きで積載 (20t ) 
①満載ダンプトラックを後向きで積載 (20t ) 
(4) 現場土質試験(締関め後)
1 )載荷試験用盛土部において砂援換法による
土の密度試験を行った.
2 )載荷試験用盛土部においてスウェーデン式
サウンデイング試験を行った.
(5) 現場計測の内容
載荷試験において計測した内容は，次のとおり
である.
1 )木杭頭部荷重
L型擁壁 1基当たり 4本の木杭を配置し，その
前列・後列における l本の杭頭部に圧力計を設置
した.
2 )ジオグリッド上田のひずみ
グリッドを敷いた2タイプにおいて，各グリッ
ドに4個ずつのひずみゲージを設置した.
3) L型擁壁背国土庄
L型擁壁のたて控背面の2簡所(擁壁上端から
1/3， 2/3の位置)に土庄計を設置した.
4 )擁壁沈下及び傾斜観測
水準器等を用いて擁壁の沈下および傾斜を観測
図司 4 現地i日間際吉[1ニヒ質試験結果と試験jl史観(iE関)悶
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図i 現地lBE日前部土質試験結果
した.
3.試験結果
(1) 現場の土質試験結果
試験ヤードの土質試験結果は図-4 ，図-5に示
すように L型擁控底面下の!日田面部では，粘着
力20kN/m2程度の粘土及び砂混じり粘土が堆積し
ていた.L~プレキャスト擁壁の底面の深度は図R
5のZ=1.3mで、あったので4.0m長さの杭先端は
Z =5.3mまで達していたことになる.
図-6に示す試験ヤードにおける盛土の締め閉
め後の密度，平均N傭及び内部摩擦角は，それぞ
れ，y =17.5kN/rr1， N=4.5， ~ =24.40であっ
た.
臨-7の結果 (N話5.0)に基づいて，盛度材の
内部摩擦角は次の大I宥の式を用いて計算した.
手=15+J20N =24.40 
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オミ枕頭部荷重関
11tダンプトラック積載前を100%(緑色)で
示し，①11tダンプトラックを前向きで積載(空)
(ピンク・赤)⑥11tダンプトラックを前向きで
積載(満載) (中央部青)①11tダンプトラック
を後向きで積載(1掲載) (右側青)の様に示して
いる.①における濃い青の結果はケース 1におけ
る擁壁上に後輪荷震を載荷した状態のものである.
ケース 2
(2) 木杭頭部荷重
1 )ケース l
図-8に，ケース 1における木杭頭部の荷重計
測の結果を示す.間の上部に書入れた記号，例え
ば2空lは，初めの数字は図ー13の経過番号，空
は空載 (1t )，後の数値は載荷時開(1x 5分
間)を意味する.
図-9 
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ひずみ概念図ケース 2~-11 
ひずみ概念図
(3) ジオグリッド上面ひずみ
ジオグリッドはケース 2とケース 3に方面してい
たので，それぞれのケースごとに試験結果を示す.
1 )ケ…ス 2
図】1に，ケ…ス 2におけるひずみの測定結果
を示す.ひずみの大きさは，ひずみゲージ設置位
に円の大きさで示している.
2 )ケース 3
図“12に，ケース 3におけるひずみの測定結果
を示す.図-13には，ケース 3に関する各ひずみ
の荷重載荷経過毎の形で、示している.
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ス3ケ
ものである.図-8に示したケース 1では前列杭での荷重は
測されたが後列の木杭では荷重は検知できずゼ、ロ
であった.
2 )ケース 2
関山9に，ケース 2に関する結果を示す.
前列の木杭頭部荷重に対する後列杭頭荷重の大
きさは10%~15%の値が観測された.図- 9にお
ける右から 5番目の55満①は，ケース 2における
擁壁上に後輪荷重を載荷した状態のものである.
3 )ケース 3
図寸Oに，ケース 3に関する結果を示す.
ケース 1及びケース 2によ七べ前列杭と後列杭に
は，ほぽ均等に圧力がかかっていることがわかっ
た.罷ー 10における右から 5番Bの56満②は，ケー
ス3における擁壁上に後輪荷重を載荷した状態の
総気付ひずみ紙同
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(4) 擁護背面土庄
ケース 1，ケース 2およびケース 3に関する擁
たて盤背面の上下に設置したこt圧計の観測結果
を，国-14~毘 19に示す.
(5) 擁鏡沈下及び傾斜
擁壁設置後，各段階において各L型擁壁の端部
2筒所の沈下量を水準器(レベル)で観測した.
沈下最は，準備段階の埋め戻し，転圧，鋼抜設置
まで，ケース 1，ケース 2およびケース 3におい
て15.0，16.5および18.0mmで、あった.載荷試験に
入ると沈下はほとんど見られなかった.
傾斜量については，簡易傾斜器を擁援たて壁前
面にあてて計測したが，準備段階から載荷段階に
かけて傾斜は認められなかった.
4舗あとがき
プレキャスト L担擁壁に木杭…底盤系基礎を採
用した場合の現場試験を行った.データの解析は
未だ行っていないが速報として報告したものであ
る.杭先端が中間砂層に達したと思われるケース
もあって，木杭一底盤系としての機能を十分に検
証できなかった.しかし，ケ…ス 3のように擁壁
裏込め土にジオテスタイルを用いることによって
木杭に作用する荷重を均等化できるとの有益な示
唆を得た.
近いうちに深い粘土地盤において載荷試験を行
う予定になっている.その結果を併せて解析を行
い，改めて報告したい.
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